
 

問 い 合 わ せ 先 

腰部脊柱管狭窄症診断における脛骨神経刺激体性感覚誘発電位の有用性に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2021 年 5 月 24 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 

〔研究課題〕  

腰部脊柱管狭窄症診断における脛骨神経刺激体性感覚誘発電位の有用性に関する後ろ向き研究 

〔研究目的〕 腰部脊柱管狭窄症は腰部分の脊柱管が狭くなり、そこを通る神経が圧迫されて、脚の痛み、しび

れ、筋力低下が引き起こされる病気です。腰部脊柱管狭窄症の診断は現在、症状と診察所見に加えて、MRI

などの画像検査を組み合わせて行っていますが、これだけでは十分に診断できない場合があり、脊髄の機能

を評価する検査の確立が必要とされています。この研究では脛骨神経刺激体性感覚誘発電位（SEP）を用いて

脊髄の機能を評価し、腰部脊柱管狭窄症の診断・治療をより確実にすることを目的としています。


